





























































































































































































２）年齢 □20歳未満 □20歳代 □30歳代 □40歳代 □50歳代 □60歳代
□70歳以上
３）居住地 （ ）都道府県









□日帰り □１泊２日 □２泊３日 □３泊４日 □４泊５日
□それ以上（具体的に： ）
３）今回のご旅行はどなたと一緒に見えましたか。






































































































































































第 章 総則(第 条・第 条)
第 章 海水浴場(第 条－第 条)
第 章 海域等レジャー事業(第 条－第 条)
第 章 催物の開催(第 条)
第 章 危険行為及び迷惑行為の禁止等(第 条－第 条)
第 章 公安委員会等の措置(第 条・第 条)
第 章 雑則(第 条)




























































































































































































































警察署長は、第 条第 項の規定による催物の届出又は同条第 項の規定による催物の通知
をした者に対し、水難事故を防止し、遊泳者等の安全を図るために必要な措置を採ることを指
示することができる。












第 条 第 条第 項の規定に違反した者は、 月以下の懲役又は 万円以下の罰金に処する。
第 条 次の各号のいずれかに該当する者は、 万円以下の罰金に処する。
() 第 条の規定に違反した者
() 第 条第 項の規定による警察官の指示に従わなかった者













算して 月を経過する日までの間は、第 条の規定による届出又は第 条第 項において準用
する第 条第 項の規定による通知をしないで、この条例の施行の際現に営んでいる海域等レ
ジャー事業を営むことができる。
前項の規定により、第 条の規定による届出又は第 条第 項において準用する第 条第
項の規定による通知をしないで、この条例の施行の際現に営んでいる事業を営むことができる
場合においては、当該事業を営んでいる者を海域等レジャー事業者とみなして、第 条、第





















第 条 条例第 条第 号及び第 号の公安委員会規則で定める区域は、満潮時(春分の日におけ
る満潮時をいう。)の海の水際線又は河川法(昭和 年法律第 号)第 条第 項に規定する















第 条 条例第 条の規定による届出は、海水浴場廃止・変更届出書(別記第 号様式)によるも
のとする。
(国の機関等の特例)




第 条 条例第 条第 項第 号の浮標、立標、旗等は、潮の干満その他海水浴場の状況に応じ
て設置し、海水浴場の開設期間が満了したときは、速やかに撤去しなければならない。
(遊泳上の遵守事項)
















第 条 条例第 条第 項の標識は、別図のとおりとする。
(遊泳区域への乗入れ等の許可申請)
第 条 条例第 条第 号の規定による遊泳区域への乗入れ又は引入れの許可の申請は、遊泳区
域乗入れ等許可申請書(別記第 号様式)によるものとする。
(海域等レジャー事業の開始の届出)








第 条 条例第 条第 項の規定において準用する条例第 条の規定による届出は、海域等レ
ジャー事業廃止・変更届出書(別記第 号様式)によるものとする。
(海域等レジャー事業の開始の通知)










































附 則(平成 年 月 日公安委員会規則第 号)
この規則は、公布の日から施行する。
(図表省略）
本稿は平成20年度和歌山大学経済研究所地域研究「和歌山県地域におけるサンゴ礁保全と経済
効用の研究」における研究成果の一部である。
本稿を執筆するにあたって、串本海中公園錆浦海中公園研究所長内田紘臣氏、ならびに串本町
観光課主査松原智昭氏、和歌山県警察本部、串本ダイビングサービス「コーラルクィーン」、沖縄
国際大学教授呉錫畢氏、株式会社マリンハウスシーサー稲井日出司氏、串本観光協会会長中村洋
介氏、財団法人南西地域産業活性化センター上江洲豪氏をはじめとする多くの方々にお世話に
なった(順不同)。記して感謝の意を表したい。
また、本稿は、以下の拙稿に加筆修正を加えたものである。
齊藤久美子「サンゴ保全と経済効用について－和歌山県を例にして－」『研究年報』和歌山大学
経済学会、第13号、2009年。
地域研究シリーズ 35 2009年11月
－26－
